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論文内容の要旨

本論文は，ポリオレフィンの濃厚溶液から形成されるゲノレの物性および光学特性を検討する乙とにより

光学材料およびポリオレフィン成形物に対する接着剤への応用を目指した基礎的な知見を得る乙とを目的

としたもので，その内容は緒言と本文および結語からなっている。

緒言では，膨潤およびゲ)レ化したポリプロピレン( P P )の光学特性について検討している。 PP溶液

から急冷iとより形成させたゲノレ，および高温溶液に貧溶媒を添加して沈澱させた PP を一旦幸操させた後

再びベンゼンなどの溶媒に膨潤させたものが自然光の下で呈色し，しかもその色が温度iとより変化するい

わゆるサーモクロミックな現象を示す乙と，さらに本現象が光の選択性散乱に基づく乙とを明らかにして

し、る。

第 2 章では，ポリー 1 -ブテンおよびポリメチルペンテンのゲノレのサーモクロミズムについて検討し，

可視領域の散乱光が急冷により形成された不安定な結晶構造花由来する乙とを明らかにしている。

第 3 章では，ポリエチレン( P E )成形物に対する高密度PE ゲ、ノレの接着効果について検討している。

約 100
0

C以上に加熱すると接着効果を示し， 110 0Cで 1 時間加熱すると lcIlÎ当たり 36~以上の接着強度を

示す乙と，さらにゲル中の溶媒lとより誘起された成形物表面の融点降下が，接着効果に対し有効に作用し

ている乙とを明らかにしている。

第 4 章では， P E成形物iと対する低密度 PE ゲノレの接着効果について述べている o 前章の場合よりもは

るかに低い70
0

C付近から接着効果を示す乙とを明らかにしている。

第 5 章では， P P成形物に対する PP ゲルの接着効果について検討を加えている。 PE ゲノレと同様， P 

P ゲルも接着効果を示し，一般的にポリオレフィンのゲルを用いればポリオレフィン成形物を接着できる
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乙とを明らかにしている。

第 6 章では，高周波加熱による PE ゲノレの PE成形物に対する接着効果について検討し，接着する際の

加熱方法として，高周波加熱が極めて有効であり，短時間の加熱で接着できる乙とを明らかにしているo

第 7 章では，膨潤 PE フィノレムを用いても， P E成形物を高強度接着できる乙とを明らかにしている。

結語は本論文の総括で，以上の結果をまとめて述べているo

論文審査の結果の要旨

天然高分子系のゲ、ルに関する研究は，古くから化学および物理の両面において多くなされてきているが，

合成高分子ゲ〉レに関しては，その基礎ならびに応用の研究は今まであまり行われていないのが現状である。

本論文は，工学的見地よりポリオレフィン溶液からつくられるゲ、ノレの物性を研究し，光学材料や接着剤

の開発を目的として行った研究結果をまとめたもので，その主な成果を要約すると次のとおりであるo

(1) 溶液より急冷してつくられるポリプロピレンゲノレは，乾燥および膨潤させる乙とにより自然光の下で

呈色し，サーモクロミズムが発現する乙とを見出し，その機構を明らかにしている。

(2) さらに広く，ポリブテンやポリメチルペンテンなどのゲノレのサーモクロミズムについても検討し，乙

れが急冷によって形成された不安定な結晶構造花基づく乙とを明らかにしている。

(3) 高密度のポリエチレンおよびポリプロピレンゲノレについては接着性の検討を行い，表面活性と接着性

の関係を明示しているo 接着を有効に達成するため高周波加熱の技法が極めて有効である乙とを明らか

にしている。

以上のように本論文は，ゲ、ノレ状高分子の物性およびその発現される機構に関して多くの有益な基礎的，

工学的知見を与えたもので，その成果は高分子化学の発展iζ寄与するととろが大きい。よって本論文は博

士論文として価値あるものと認める。
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